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行財政改革実施計画・行動計画票

73 ［平成１８年４月２４日提出］

基本方針 　組織機構の見直し 担当課名 教育委員会

重点項目 　行政関連施設の統廃合

取組項目 　校舎等の遊休部分の多目的利用の検討

経過・現状

・廃校に伴う公民館への転用施設及び付属体育館の取り扱いについて、遊休施設の各種維持経費が
無駄であるため、休止を含めて検討中。
・間伏公民館、間伏体育館については、平成18年度より施設閉鎖を行った。
・飯ノ瀬戸公民館については、地域住民らの借用願いの打診があっており利用について前向きに検討
している。

（H17.4.1現在）
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①目標 　未使用施設の閉鎖及び他種施設への転用 （目標年次）
平成１８年度
（一部実施）

②期待され
る効果

・維持経費（電気、水道、浄化槽保守、電気設備保守、消防設備保守）等の節約
・他種施設への転用による有効活用

③必要性・
問題点

・学校から公民館への転用であるが、名目だけの公民館転用で全く利用されてない施設がある。維持
費が無駄。
・教育施設であるため、目的外使用は認められず、使用目的が限定される。
・校舎等の遊休部分とあるが、空き教室等については、総合学習等教育の多様化と、地域で子どもを
育てる拠点としての利用等のため、それほど遊休部分はない。
・学校施設を一般開放する場合は、学校の安全が図られる場合に限られる。

④対象 ・廃校による転用公民館及び付属体育館。　・利用者が少ない運動場

年度 実施内容・予定時期

１７年度
（実績）

・日ノ島分館（日島小）→未使用
・間伏分館（間伏中）→電気保安設備不備
・上荒川分館（上荒川小）→老朽化、未使用
・桐古里分館（桐古小)→老朽化、電気休止
・大平分館（大平小）→未使用
・日島体育館（日島中）→講堂、使用不可
・飯ノ瀬戸分館（飯ノ瀬戸小）→投票所、避難所 効

果

１８年度

・日ノ島公民館→間伏公民館閉鎖のため絵画クラブ使用
・間伏公民館→消防設備不備のため休止
・飯ノ瀬戸公民館→郷土料理研究としての使用について検
討
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関係例規等 名称 改正時期


